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市
民
⑲
事
陪
よ
る
翁
捌
醐
麺

自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
き
、
向
合

の
足
で
立
つ
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
N
P
O
な
ど
市
民
活
動
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
と
の
連
携
・
協
力
を
強
化
し
、
共
に
考
え
、

共
に
行
動
し
、
共
に
創
る
協
働
の
き
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
市
民
の
手
づ
く
り
に
よ
る
「
都
留
市
市

民
活
動
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

☆
条
例
制
定
の
経
緯
は
？

平
成
1
3
年
1
2
月
1
8
日

市
民
団
体
を
中
心
に
「
き
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

設
立
準
備
会
」
発
足
。

市
民
活
動
団
体
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
必
要
性
や
支
軽

の
あ
り
、
万
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
∵
ま
し
た
。

平
成
1
4
年
Ⅱ
月
l
日

提
言
書
を
市
に
提
出
。

平
成
1
5
年
1
月
9
日

「
都
留
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
推
進
懇
話
会
」
設
置
。

市
民
が
主
体
と
な
り
、
市
民
活
動
推
進
の
た
め
の
条
例
喜

づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
1
5
年
2
月
1
2
日

条
例
菜
を
市
に
提
出
。

平
成
1
5
年
3
月
2
0
日

条
例
案
市
議
会
3
月
定
例
会
で
議
決
。

条
例
制
定
の
趣
旨
は
？
（
条
例
前
文
）

自
然
に
育
ま
れ
、
伝
統
と
文
化

が
織
り
な
す
、
美
し
い
ま
ち
。

人
々
は
い
き
い
き
と
楽
し
く
働
き
、

健
康
で
明
る
く
、
心
の
豊
か
さ
が

実
感
で
き
、
互
い
に
信
じ
合
い
協

力
し
合
う
平
和
な
ま
ち
。

こ
れ
は
私
た
ち
都
留
市
民
の
心

か
ら
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
時

代
の
変
化
に
伴
う
市
民
の
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
や
個
性
化
に
よ
り
、
私

た
ち
の
願
い
が
今
ま
で
の
手
法
で

は
応
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

自
分
で
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

自
己
の
責
任
の
基
に
行
動
す
る
、
市

民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
、
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
、
市
内
各
所

で
自
発
的
意
思
に
基
づ
く
、
市
民

の
公
益
的
活
動
が
芽
生
え
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
、
よ
り
一
層
の
活
躍
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
N
P
O
（
民
間
非
営

利
組
織
）
、
そ
の
他
様
々
な
市
民
活

動
を
行
う
も
の
や
関
係
機
関
、
事

業
者
、
市
な
ど
、
都
留
市
を
構
成

す
る
す
べ
て
の
個
人
及
び
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
し
尊
重
し
合
い
、

対
等
の
立
場
で
連
携
、
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
何
倍
も
の
力
を
発
揮
し
ま

す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
、

今
後
期
待
さ
れ
る
市
民
活
動
の
自

主
性
及
び
自
発
性
を
促
し
、
そ
の

分
野
の
環
規
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
、
市
民
活
動
を
行
う

も
の
、
事
業
者
及
び
市
が
一
体
と
な

り
、
共
に
考
え
、
共
に
行
動
し
、
共

に
創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

条
例
制
定
の
目
的
は
？
　
（
第
1
条
）

市
民
が
自
主
的
に
行
う
公
益
的

な
活
動
の
活
性
化
を
促
進
し
、
魅

力
・
活
力
・
う
る
お
い
あ
ふ
れ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

条
例
の
内
容
は
？

①
市
民
活
動
の
発
展
に
当
っ
て
の

基
本
理
念
と
原
則
、
市
民
活
動
の
推

進
に
あ
た
っ
て
の
当
事
者
間
の
基
本

関
係
を
定
め
て
い
ま
す
。
（
第
3
条
）

市
民
、
市
民
活
動
を
行
う
も
の
、

事
業
者
及
び
市
は
、
魅
力
・
活

力
・
う
る
お
い
あ
ふ
れ
る
地
域
社

会
を
支
え
る
新
し
い
社
会
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
と
し
て
多
様
な
市
民

活
動
が
果
た
す
役
割
を
認
識
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割
の
も
と

に
対
等
の
関
係
で
協
力
、
連
携
を

深
め
、
市
民
活
動
の
発
展
に
努
め

る
も
の
と
し
、
市
民
活
動
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
活
動
の
自

主
性
及
び
自
発
性
が
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

③
市
民
及
び
市
民
活
動
を
行
う
も

の
の
役
割
、
事
業
者
の
協
力
、
市

の
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

（
第
4
・
5
・
6
条
）

（
市
民
及
び
市
民
活
動
を
行
う
も
の

の
役
割
）

市
民
活
動
を
行
う
も
の
は
、
前

条
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
そ
の

社
会
的
責
任
を
自
覚
し
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
運
営
を

行
い
、
そ
の
活
動
の
内
容
が
広
く

市
民
に
理
解
さ
れ
、
参
加
の
機
会

を
広
げ
る
よ
う
努
め
る
、
そ
の
担

い
手
と
な
り
、
互
い
に
協
力
し
魅

力
・
活
力
・
う
る
お
い
あ
ふ
れ
る

地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
る
と
し

て
お
り
ま
す
。

（
事
業
者
の
協
力
）

事
業
者
は
、
市
民
活
動
の
意
義
を

理
解
し
、
そ
の
推
進
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
市
の
責
務
）

市
は
、
第
3
条
の
基
本
理
念
と

原
則
に
基
づ
き
、
新
し
い
社
会
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
の
市
民

活
動
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
市
民
活
動
を
推
進
す
る

た
め
の
総
合
的
な
施
策
を
講
じ
、

市
民
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
瑠

璃
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
し
て

お
り
ま
す
。

③
市
民
活
動
推
進
の
拠
点
と
し
て
、

都
留
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
定
め
て
い

ま
す
。
（
第
1
・
8
条
）

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

都
留
市
上
谷
二
丁
目
1
番
帖
号
の

新
町
別
館
1
階
に
開
設
し
ま
す
。

（
準
備
中
）

④
市
民
活
動
の
推
進
に
関
し
必
要

な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、

都
留
高
市
民
活
動
推
進
委
員
会
の
設

置
を
定
め
て
い
ま
す
。
（
第
1
0
条
）


